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特派員の目

　

5
月
31
日
～
6
月
2
日
、
韓
国
南

部
の
済チ
ェ
ジ
ュ州
島
で
、「
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
た
「
済
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
取
材

し
た
。
2
日
の
「
持
続
可
能
な
平
和
と
繁
栄
の
た
め
の
地
域

外
交
」
と
い
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
地
元
・
済
州
道
の
呉オ
・
ヨ
ン
フ
ン

怜
勲

知
事
や
沖
縄
県
の
照
屋
義
実
副
知
事
ら
が
参
加
。会
場
は「
満

員
御
礼
」
で
、
立
ち
見
も
出
る
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
。

　

沖
縄
県
は
今
年
4
月
、
国
際
交
流
や
経
済
交
流
を
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
「
地
域
外
交
室
」
を
新
設
し
た
。
地
域

の
平
和
構
築
や
持
続
的
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。
北
京
や
上
海
、
香
港
、
台
北
、
ソ
ウ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
に
県
事
務
所
を
構
え
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
長

年
、交
流
の
あ
る
済
州
道
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
形
で
、セ
ッ

シ
ョ
ン
へ
の
参
加
を
決
め
た
の
だ
と
い
う
。

　

興
味
深
か
っ
た
の
は
、照
屋
さ
ん
が
講
演
で
映
し
出
し
た
、

沖
縄
を
真
ん
中
に
据
え
た
東
ア
ジ
ア
の
地
図
だ
。
空
路
で
4

時
間
圏
内
に
日
本
全
国
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
ウ
ル
や
北
京
、
上

海
、
台
北
、
さ
ら
に
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
や
バ
ン
コ
ク
ま
で
す
っ

ぽ
り
と
収
ま
っ
て
い
る
。

　

照
屋
さ
ん
は
「
日
本
の
他
地
域
と
は
異
な
る
独
自
の
歴
史

が
あ
る
。
か
つ
て
の
琉
球
王
国
は
近
隣
諸
国
と
の
外
交
や
交

易
を
通
じ
て
、
友
好
関
係
を
結
ん
だ
。
多
様
性
に
富
ん
だ
独

特
の
文
化
を
育
み
、そ
れ
が
今
で
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
た
が
、地
図
を
見
た
せ
い
か
、「
な
る
ほ
ど
な
あ
」

と
素
直
に
感
じ
た
。

　

済
州
島
も
、
地
図
の
真
ん
中
に
置
い
て
み
る
と
面
白
い
。

首
都
ソ
ウ
ル
よ
り
も
福
岡
の
方
が
近
い
。ソ
ウ
ル
と
上
海
は
、

ほ
ぼ
同
じ
距
離
に
見
え
る
。

　

沖
縄
と
済
州
島
は
、
観
光
が
主
力
産
業
。
沖
縄
は

1
9
4
5
年
の
沖
縄
戦
で
、
済
州
島
は
米
軍
政
下
の
48
年
4

月
3
日
、
朝
鮮
半
島
が
二
つ
の
国
に
分
断
さ
れ
る
こ
と
に
反

対
す
る
島
民
蜂
起
を
軍
や
警
察
が
弾
圧
し
た
「
4
・
3
事
件
」

で
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
照
屋
さ
ん
は
呉
知
事
と
会
談
。
済
州

道
が
呼
び
か
け
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
平
和
都
市
連
帯
」
に
沖
縄

県
が
参
加
す
る
と
表
明
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
外
交
は
各
国
政
府
が
、
交
渉
を
通
じ
て
解
決

す
る
こ
と
が
基
本
だ
。
で
も
、
沖
縄
や
済
州
道
が
地
理
的
な

優
位
性
も
生
か
し
な
が
ら
、
こ
の
広
大
な
イ
ン
ド
太
平
洋
で

独
自
の
存
在
感
を
発
揮
す
べ
く
動
い
て
い
る
こ
と
は
、
前
向

き
に
評
価
し
て
い
い
。

ソウル

沖
縄
、
済
州
、
そ
し
て
イ
ン
ド
太
平
洋

坂口　裕彦


